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国土交通省 国土政策局 国土情報課 

 

資料３  

 主な内容 

１．土地の成り立ちから地域の安全性を知る（自然地形及び人工地形分類図） 

２．土地利用の変遷を知る（50年前・100年前の土地利用分類図） 

３．災害の発生状況を知る（災害履歴図） 

４．土地履歴調査の成果と他の情報を組み合わせて活用する 

  注意 ！必読のこと！ 
 本資料中のキャプションは、あくまでも読図の一例であって、

確定的な分析ではありません。 

 実際の利活用に当たっては、地元の地形・地質や防災等に 

詳しい専門家の助言や監修を受けるようにしてください。 
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１．土地の成り立ちから地域の安全性を知る・・・・我が国においては、戦後の高度成長期（1960年～75年頃）に、土地造成などにより急速に地形の改変が進んだことから、人の手が加わる以前の

地形の姿である「自然地形分類」を知ることは非常に重要です。この図は本来の地形である「自然地形」と「人工地形」の重ね合わせにより、今

いる場所が、元々はどのような地形だったのかを確認することにより、自然災害に対する脆弱性やリスクなどを理解する手がかりとなるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高知地区 

岡山県 

鳥取県 

徳島県 

岡山地区 

高松地区 

Ｄ 
Ｅ 

（自然地形及び人工地形分類図） 
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岡山地区 広島地区 高松地区 

松山地区 

広島県 

調査地区位置図 

島根県 

香川県 

愛媛県 

高知県 

広島地区 

松山地区 

高知地区 
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高知市の中心市街地は、鏡川○Ａ と久万川○Ｂ に挟まれた氾濫原低地

○Ｃ、三角州・海岸低地○Ｄ上に立地する。氾濫原低地には旧河道○Ｅが

多く確認できるほか、東側に向けて自然堤防○Ｆが延びている。 

 

高知駅 

高知県庁 

高知市役所 

高知城 

鏡川 

久万川 

Ｅ 

三角州・海岸低地 

自然堤防 
氾濫原低地 

高知 鏡川河口の低地に広がる城下町 

松山市の中心市街地は、松山城が築城された孤立丘○Ａを中心に 

扇状地○Ｂ上に立地する。道後温泉○Ｃは市街地東部の山際の扇状地に

立地しているほか、市街地内には石出川○Ｄの氾濫による旧河道○Ｅが

多く確認できる。 

松山駅 

松山市役所 

愛媛県庁 

道後温泉 

松山城 

石手川 

Ｄ 

緩扇状地 

扇状地 

湿地 

氾濫原低地 

松山 石出川の扇状地に広がる城下町 

岡山市の中心市街地は、旭川○Ａ 沿いの氾濫原低地上を中心に南西部

の三角州上に連続して広がっている。氾濫原低地○Ｂ や川の東側には

多くの旧河道○Ｃが確認できる。また、東側には自然堤防○Ｄ がある。 

 

岡山駅 

岡山県庁 

岡山市役所 

後楽園 

旭
川 

Ａ 

岡山城 

氾濫原低地 

自然堤防 

岡山 旭川の氾濫跡にできた城下町 

広島市の中心市街地は、太田川○Ａ によって形成された三角州上に 

ある。市街地の南側には遠浅の海面を埋め立てることにより新たな 

土地が広がっている。また、西側には旧河道上○Ｂにも市街地がある。 

 

Ｂ 

広島県庁 

広島市役所 

広島駅 

広島城 

平和記念公園 

天
満
川 旧

太
田
川
（
本
川
） 

元
安
川 

京
橋
川 

三角州・海岸低地 

比治山 

広島 三角州の上に広がる平坦な街 

高松市の中心市街地は、瀬戸内海○Ａに面した三角州・海岸低地○Ｂ、

砂州・砂堆○Ｃの上に立地する。また、海側には広大な埋立地○Ｄが 

広がり、高松駅○Ｅ を含め工業地帯を形成している。 

高松市役所 

香川県庁 

高松駅 

高松港 

栗林公園 

高松城 

Ｃ 

旧水部 → 埋立地 

三角州・海岸低地 

氾濫原低地 

砂州・砂堆 

砂州・砂堆 

高松 瀬戸内海に面する低地にできた城下町 

瀬戸内海 
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◆昔、川だった場所に注意 

 旧河道では水はけが悪いため大雨
などで水がたまりやすい場所です 
 また地盤が軟弱で地震の時には 
揺れが大きくなる可能性があります 

１ 同じように見える場所でも、特殊な地盤の所があります（旧河道など） 

最新の空中写真 

旧河道 

旧
河
道 

２ 一見高低差のない住宅地でも土砂災害が波及する懸念があります 

◆昔、谷だった場所に注意 
 谷が埋められた場所は山を
削った場所に比べ地盤が軟弱
で、地震の時には埋めた土砂が
滑り、土盛りが崩れたり道路が
陥没する可能性があります 

地震による道路陥没や斜面崩壊の様子 

盛土地 

空中写真でも旧河道の跡を確認
できるところがあります 
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◆地盤が軟弱な場所での液状化に注意 
 三角州は河川によって運ばれた土砂がゆるやかに
堆積した場所で、地盤が非常に軟弱な場所です 
 このような場所では例え遠くで起きた地震でも、 
長周期地震動による液状化現象が発生しやすいため、
建設前の地盤対策が重要です 

◆想定を超える高潮への備えが重要 
 干拓地や埋立地は、海抜が低いことが多く、インフラ
の設計想定を超えた高潮や津波に見舞われた場合には、
海抜（標高）の高くなる、はるか内陸まで浸水し、排水
も容易ではありません。ハードを過信せず、内陸で 
あっても、自分のいる場所や重要な施設の海抜を意識 
して「備えて」おくことが重要です。（ハザードマップ
づくりや避難訓練など） 

旧水部 → 埋立地 三角州・海岸平野 ＋ 盛土地 

高潮災害発生のイメージ 
高潮防災対策パンフレット「高潮災害とその対策」より引用 

 

長周期地震動による液状化の様子 

高潮による海水の流入の様子 

４ 河口部の低地や天井川では、洪水・高潮だけでなく、 

軟弱地盤対策も大切です（遠くで発生した地震による液状化など） 

が大切です（液状化） 

３ 干拓地や埋立地では高潮への備えが重要です（ハード対策＋ソフト対策） 
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２．土地利用の変遷を知る ・・・戦後の高度成長期には、明治期には水田や森林であった場所に市街地（建物用地）が大きく拡大しました。この地図からは、そのことが読みとれます。50 年前、100 年前

の地図からは、海面やため池を埋め立てた土地、低湿な水田から転用された土地など、その土地の安全性を判断する際に参考となる情報を得ることができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治期                   昭和 40年代 

(明治 33年＝1900年)         (昭和 45年＝1970年) 

（50年前・100年前の土地利用分類図） 

岡山地区 

松山地区 

広島地区 高松地区 

高知地区 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

デルタ地帯一面が市街地に 

街地が山際まで拡大 

中心部の周りの田が市街地に 

（地下水位、地盤調査が重要） 

田の中に建物用地が増加 

埋立地が拡大 

市街地が同心円状に拡大 

森林が果樹園へと転換 
低地の田が市街地へ 

浦戸湾東側の田○Ａはまだ残っている 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

○Ａ  
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明治期の市街地の範囲は狭く周辺には田・畑○Ａ が広がっていた
が、昭和 40 年代には西方向へ市街地○Ｂ が大きく拡大したほか、
東側の丘陵地の森林○Ｃも建物用地への転換が進んでいる。 

明治期の市街地は瀬戸内海に面した高松城○Ａ を中心に内陸部側に
小規模なものだったが、昭和 40 年代には埋立地が北側へ拡大○Ｂし
たほか、西側でも建物用地への転換○Ｃ が進んでいる。 

明治期の市街地は松山城○Ａ を中心とした狭い範囲で周辺には
田・畑○Ｂが広がっていたが、昭和 40年代には石出川北側○Ｃで大
きく市街地が拡大し、道後温泉につながった。その東側の森林○Ｄ
は畑に変わった。 
。。 

岡山駅 

岡山県庁 

岡山市役所 

後楽園 

岡山駅 

岡山県庁 

岡山市役所 

後楽園 
埋立地の拡大 

高松駅 

香川県庁 

高松城 

今の中心市街地は、もともとどんな場所だったか？ ： 県庁・市役所・城跡を含む中心地の、この 100年の変遷 

 

愛媛県庁 

松山城 

Ａ 岡山 Ｃ 高松 

市街地の拡大 

森林 

明治 33年＝1900年 

昭和 45年＝1970年 昭和 45年＝1970年 

明治 33年＝1900年 

昭和 45年＝1970年 昭和 45年＝1970年 

明治 33年＝1900年 

昭和 45年＝1970年 

明治期の市街地は拡大途上で現在の太田川放水路○Ａ 東側には畑
が広がっていた。昭和 40 年代には低地部すべてが市街地○Ｂとな
ったほか、低地周縁の森林○Ｃも建物用地への転換が進んでいる。 

広島県庁 

広島市役所 

広島駅 
明治期 

（明治 33年＝1900 年） 

昭和 40年代 
（昭和45年＝1970年） 

広島城 

広島県庁 

広島市役所 

広島駅 

広島城 

畑 

海面 

畑の消滅 

高松市役所 

Ｂ 広島 

高松駅 

陸軍施設 

香川県庁 
平和記念公園 

高松市役所 

高松城 

松山市役所 

高知城 

高知県庁 

高知市役所 

高知駅 

鏡川 

高知城 

高知県庁 

高知市役所 

高知駅 

鏡川 

Ｄ 松山 Ｅ 高知 

道後温泉 

愛媛県庁 

松山市役所 

松山城 

道後温泉 

市街地の拡大 

畑 

明治期の市街地は鏡川○Ａ 北側で東西方向に細長く形成されてい
たが、昭和 40 年代には南北方向へ拡大が進み、田○Ｂの多くが建
物用地へと転換されている。 

市街地の拡大 

市街地の拡大 

明治期 
（明治33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和45年＝1970年） 

明治 33年＝1900年 

明治 33年＝1900年 

 

明治期 昭和 40年代 
(明治 33年＝1900年) (昭和 45年＝1970年) 
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○Ｄ  
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○Ｂ  
○Ｄ  

○Ａ  

○Ｂ  

田 
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３．災害の発生状況を知る（災害履歴図）・・・・山陽・四国地方の沿岸部は、瀬戸内海の干潟や太平洋からの台風等の影響で過去の大きな高潮被害を受けた地域で、現在も配備が欠かせません。 

また、急峻な地形が多く山地が近い一方、平地が少なく、干拓や埋立などで河口部や河川近くに平坦低地が広がっており、洪水の被害も少なくない

ことから、ハザードマップの普及などが重要な地域です。台風時には、洪水と高潮の同時被害も想定し、備える必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害履歴図（水害） 

旭
川 

鏡川 

岡山地区 Ａ 

高潮 

洪水 

高潮 

洪水 

高潮 

洪水 

双方 

高潮 

洪水 

双方 

高潮 

双方 

洪水 

松山地区 Ｄ 高知地区 Ｅ 

双方 

広島地区 Ｂ 高松地区 Ｃ 
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被害例：低地への河川水の流入 

過去の被災履歴と地形を重ね合わせ、防災や避難計画に活用できます 

◆河川の合流部は特に注意 
 古川○Ａと太田川○Ｂの堤防に囲まれた 
堤内地○Ｃは一度氾濫すると、深く水が 
溜まり、範囲も広くなります 
特に、下流側は水がたまりやすいため、

防水・排水対策が重要です 

ハリケーン・サンディによる高潮被害の状況 

古
川 

２ 高潮・津波は、通常の高波とは異なります 

  海抜(標高）により、海から遠く離れた内陸でも注意が必要です 

 

 

 

台風 16 号（平成 16（2004）年）
高潮浸水区域 海から 

約 3ｋｍ 

１ 過去の浸水範囲の重ね合わせから、洪水の被害を受けやすい場所が分かります 

 

■対象とした水害 
①大正 8(1919)年 7月梅雨前線豪雨災害 
②昭和 18(1943)年台風第 26 号災害 
③昭和 20(1945)年枕崎台風災害 
④昭和 25(1950)年キジア台風災害 
⑤昭和 47(1972)年 7月梅雨前線豪雨災害 

三角州 ＋ 海岸低地＋盛土地 

太田川と古川の合流部周辺は 
過去に何度も被害を受けてきた 

は
ん
濫
が
生
じ
た
場
合
、
浸
水
深
が
深
く
、 

浸
水
範
囲
も
拡
大 

  

○Ａ  

○Ｃ  

○Ｂ  

注意報基準 

平成 16年台風 16号における高松港の潮位変動 
気象庁パンフレット「大雨や台風に備えて」より引用 

 

 

警報基準 

実測潮位 

天文潮位 

実測潮位 

 気象などの様々な要因を受けること

で実際に観測される値 

 

天文潮位 

 過去に観測された潮位データの解析

をもとにして計算した潮位の予測値 

 

（注：図中の高松港の高潮注意報基準

(150 ㎝)、高潮警報基準(180 ㎝)は平成

16 年当時の基準です。平成 20 年 5 月

28 日からは、高潮注意報基準(160 ㎝)、

高潮警報基準(190 ㎝)に変更になって

います。） 

鬼怒川決壊による浸水被害の状況 
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４．土地履歴調査の成果と他の情報を組み合わせて活用する・・・古地図や航空写真・衛星画像など 
＜岡山地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方創生のために  － 地域資源の発見ツールとして干拓地のなごりを探す 

 

沖新田東西之図(岡山市立中央図書館蔵) 

仕
切
内 

古土手 

新田内を仕切って
いた土手跡が今も
見られる(宮道) 

沖
元 

新田内を仕切って 
いた土手跡が今も 
見られる(仕切土手) 

仕
切
外 

都市計画や工法の検討の参考に － 古地図を必ず参照しましょう 

海 
干拓地 

盛土地 

海 

もともとは海だった
ため地盤が軟弱 

液状化対策が必要な地区の選定の参考にできます 

中用水 二
番
用
水 

干拓地に関連
する地名 

平成 20年代 
（平成 27年＝2015年） 

液状化対策の一例 

支持基盤 

杭基礎 

強固な支持基盤まで杭を
伸ばし建物を支える 建物用地等として使用する

ため、盛土して造成 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

軟弱な干拓地を盛土しており
建物に見合った軟弱地盤対策・
液状化対策が重要です 

田 

のちに埋立・干拓 

市街地 
 

田 

旧水部 

江戸期 
（文政元年＝1818年） 

 

平成期 
（平成 12年＝2000年） 

古地図と現在の地形図を比較してみると、

地名などに古い区画割りや用水が現代にも

引き継がれていることが分かり、それを 

きっかけに遺跡探索や地域学習の良い資料

として活用できます 

～ ～ ～ ～ ～ 

～ 

 

～ ～ ～ ～ ～ 

～ 
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＜広島地区＞   文化財地図等との重ね合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光のテーマとして！ 広島城お堀跡を歩いてみよう 

 

地域資源を知る資料として － 残された自然・文化資産を探し、そして守る 

平成 20年代 
（平成 27年＝2015年） 

江戸時代には広島城の周りには
多くの堀がありましたが、 
明治になるとほとんどが埋め立て

られなくなっています 
しかし、現在でもその名残が地名

や通り名として残っています 

以前は緑豊かだった文化財の周辺も、
現在では市街地が広がっています 

・各地に古地図を掲示することで 
観光や学習に貢献 

・地名の由来を探索するマップ 
づくりなどに活用 
 遺跡・墳墓も市街地に

のみこまれる 

かつては里山のなかに 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

江戸時代の 
広島城絵図 

広島城の周りを多くの堀が
取り囲んでいる 

広島城 

広島城 

現在の地形図 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

郷土の自然・文化を学ぶための教材や文化財の保全などに活用できます 

八
丁
堀 

薬
研
堀 

流
川
町 

堀川町 

広島城 

ほとんどの堀が埋立られ、
痕跡が確認できない 



11 

 注意 ！必読のこと！  本資料中のキャプションは、あくまでも読図の一例であって、確定的な分析ではありません。実際の利活用に当たっては、地元の地形・地質や防災等に詳しい専門家の助言や監修を受けるようにしてください。 

※「明治 33年＝1900年」、「昭和 45年＝1970年」の表記は時代の目安であり、使用されている各地図はおおむねその前後の時期のものです 

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図（タイル）を複製したものである。（承認番号 平 27情複、第 666号） 

※背景図は電子地形図（タイル）を使用、凡例の解説は最終ページ また、地区は都道府県市町村コード順 

 

 

＜高松地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新(H19年)の空中写真 

産業遺構をさぐる ― 瀬戸内海特有の塩田（跡）について考える 
「塩田（えんでん）」は、江戸時代には各藩にとって重要な産業（収入源）であり、また地域

での大きな雇用の場でもありました。特に瀬戸内の干満差を利用した製塩法（入浜式）により
塩の生産量が飛躍的に伸び、高品質の瀬戸内の１０州からの｢十州塩」が江戸や大坂の大消費地
を席巻しました。 
明治に入っても、江戸以来の塩田が引き続き残っていましたが、高度成長期の電力開発の 

進展により、1970年代（昭和 40 年代後半）から次第に電気による工業製塩が主流となり、 
各地の塩田が全国一斉に廃止になりました。 
塩田の跡地は広大な平地でしたから、折からの工業開発ブームに乗り、良好な工業用地と 

して、またゴルフ場など転用されていきました。 
しかし、2000年代（平成 12 年前後）以降、再び自然塩が見直され、各地のブランドが復活・

勃興するとともに、食の体験としての地場観光や史跡として、かつての塩田を見直す活動が 
全国各地に広がってきています。 

 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

塩田 

塩田 

塩田 

 

昭和 50年代の空中写真 

平成 20年代 
（平成 27年＝2015年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

塩田 

現在は住宅団地等 

この頃までは塩田であったが、 

昭和４０年代にゴルフ場として 

整備 

 

塩田としての形跡が一部に残るが、

造成途上の土地が多い 

入り浜式塩田の構造 
昭和 30年代の入浜式塩田 

明治期 
（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

平成 20年代 
（平成 27年＝2015年） 

高松城 

高松城 

現在はゴルフ場に 

市街地化 

高松城 

ゴルフ場 屋島地区 源平合戦の舞台の一つでもある屋島地区は、江戸期の 

塩田が昭和の高度成長期には一気に有数のベッドタウン

や公共施設用地に変貌しました。近年、地元の小学校では、

塩田の模型を展示したり、「塩田の証人を守ろう」という

ことで、かつての塩田に咲き誇っていた好塩性の希少植物

「アッケシソウ」を保全するなどの総合学習を行っている

ようです。 

 

完全に市街地化 

市街地化 

まだ塩田が残る 

塩田 

防災対策だけでなく、地域固有の歴史資源の発見や、観光資源づくりにも活用できます。 
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＜松山地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
松山市 史第二巻付図  松山藩領地図－化政期（伊予 史談 会蔵）  
（「重信川河川整備計画」より引用） 

「重信川の歴史」（玉田博一）昭和 20年代前半資料 
（「重信川河川整備計画」より引用） 

地域の将来を考える資料としても ― 過去の地形・土地利用の変遷と街の発展から、これからのふるさとを考えてみよう 

 
明治期 

（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

平成 20年代 
（平成 27年＝2015年） 

松山城を中心に小規模な 
市街地が形成 

市街地は拡大途上であるが、
ほぼ扇状地の範囲内で形成 

松山城 
松山城 

旧河道 

旧河道が密集している地域
にも市街地が拡大 

畑地の 
減少 
 

田畑の 
減少 
 

旧河道 

旧河道 

松山城 

流域圏の歴史をたどる 

新旧河川のつけかえや 

過去の水運による支流の

歴史が分かります 

古地図などから古くからの 
流域の歴史を知ることができる 

松山城 
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＜高知地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の絵図や写真と組み合わせて ：   

     津波が達した範囲や高さを写真などで確かめてみよう 

 

地域防災計画や避難訓練の参考資料として ― 過去の津波被害を教訓に 

 

1707（宝永 4）年 宝永地震 

堤防を強化  

病院・避難所の対策化 

都市内河川への遡上も考慮 

昭和南海地震（1946年（昭和 21年））の直後（地盤沈下が 1.15ｍ） 
南海トラフ地震防災啓発冊子「南海トラフ地震に備えちょき」（高知県）より引用 

現在（2011年 9月）の市街地 
出典：南海トラフ地震防災啓発冊子「南海トラフ地震に備えちょき」（高知県）より引用 

「真如寺前まで潮の深さ六七尺計り来たる」（1707年） 
（真如寺の前でも 2m前後（6～7尺）の高さ） 

「四国の代表的防災風土の紹介」（松尾裕治香川大学特命教授作成より引用） 

高知県ホームページより引用 

地域防災計画の参考など、住民の自発的避難の参考に 

浸水のしやすい場所を 
ふまえた事前避難の準備を 

高知城 

鏡川 

浦戸湾 

過去の被害の大きさが一目でわかり、対策の重要性や行動に

つなげることが、期待されます 
 

考えられる最大の津波
にも対応する計画 

過去の被害を着実に反映 
 

宝永地震津波侵入想定限界 

1946（昭和 21）年 昭和南海地震 

2011（平成 23）年 現在 

現在の市街地 
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明治期 
（明治 33年＝1900年） 

昭和 40年代 
（昭和 45年＝1970年） 

平成 20年代 
（平成 27年＝2015年） 

まちづくりの資料として！ 危険な場所を把握して安全なまちをつくる 

擁壁整備の必要性 都市計画の参考に 砂防ダム建設の理解 地元住民の避難計画づくりにも 過去の被害事例・地形地質情報の開示 

市街地・集落の多くは山地から
離れた低地に立地 

徐々に市街地が拡大し 
急傾斜地沿いにも住宅地等が立地 

低地での開発が進み 
急傾斜地に接した場所にも 
多くの住宅地等が立地 

安全・安心な 
住まいづくり、 
まちづくりに反映 
 

住民の住宅選定の参考や災害の懸念がある場所をふまえた、都市計画や防災計画づくりに活用されています 

高知城 高知城 高知城 
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データの収集 

アウトプット例 

①スマートフォン・タブレット 

①都市計画・地域計画への活用 
 
･安全な地域への施設の誘導 

･用途地域変更等の検討資料 

･重要施設の立地選定 

･都市計画手続きなどの 

行政事務の効率化 

        など 

②地域防災計画・避難訓練への活用 
 
･避難行動要支援者の避難計画立案 

･防災訓練等での図上訓練 

･地域住民への防災意識向 

上のための資料 

･適切な避難所等の選定 

         など 

 

②大判の図面 

③パンフレットやハザードマップなど 

③環境や文化財保全への活用 
 
･景観保護等の検討資料 

･アセスメント調査への利活用 

･モニタリングのデータ 

ベース 

        など 

④観光情報・歴史的資料の発掘 
 
･まちづくりへの利活用 

･景観や風光明媚な場所の発見 

･観光客への情報発信 

･観光資源の情報提供 

        など 

⑤学習教材への活用 
 

･ハザードマップ等による防災教育 

･通学路の危険な地点の周知 

･地域学習での利活用 

･避難場所・避難路の確認 

         など 

⑥地方創生への寄与 
 
･地域の特性を生かした産業立地 

･エリアマーケティングでの活用 

･福祉施設(バリアフリー等) 

の位置情報提供 

など 

インターネットでデータを入手 

○国土交通省 国土政策局 国土情報課 

     http://nrb-www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/download/ 

あるいは『土地履歴調査』でネット検索 

○国土地理院（災害関連） http://www.gsi.go.jp/tizu-kutyu.html 

○産業技術総合研究所(地質調査総合センター) https://www.gsj.jp/  など 

 

①都市計画･ 
地域計画 

②地域防災 
計画 

③環境保全 ④観光情報 

ＨＰによる一般利用 

国土地理院 
地図データ 

  

では、どうやって活用するのでしょうか ― 利活用のロードマップ 

  

庁内で加工し資料へ GIS ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄへ外注 

GISによる 

加工 

 

⑤学習教材 

利活用先をきめる 

産業技術総合 
研究所データ 

国土調査(土地履
歴調査)データ 

国土数値情報 
データ 

その他空間 
データ 

⑥地方創生の
検討 

住民の利用シーンとしては 

https://www.gsj.jp/
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自然地形分類 

分類 解 説 

山
地
斜
面 

山地斜面等 山地・丘陵地の斜面や台地縁辺の斜面等をいう。海岸の磯や岩礁
がんしょう

、離れ岩等を含む。 

火山地斜面等 
第四紀火山噴出物からなる火山地または火山丘陵地の斜面等をいう。火砕流や溶岩の堆積

地、火山体の開析
かいせき

により形成される火山麓扇状地または泥流堆積地等の火山麓地を含む。 

麓屑
ろくせつ

面及び崖
がい

錐
すい

 斜面の下方に生じた岩屑
がんせつ

または風化土からなる堆積地形。 

土石流堆積地
たいせきち

 
岩塊、泥土等が水を含んで急速に移動、堆積して生じた地形で、渓床または谷の出口にあ
るもの。 

台
地 

岩石台地 
地表の平坦な台状または段丘状の地域で、基盤岩が出ているかまたはきわめて薄い未固結

堆積物でおおわれているもの。隆起サンゴ礁
しょう

台地を含む。 

砂礫
されき

台地（更新世※1段丘） 
更新世に形成された、地表の平坦な台状または段丘状の地域で、表層が厚く、且つ未固結
の砂礫層からなるもの。 

砂礫
されき

台地（完新世※2段丘） 
完新世に形成された、地表の平坦な台状または段丘状の地域で、形成時期が新しく、未固
結の砂礫層からなるもの 

ローム台地 
地表の平坦な台状または段丘状の地域で、表層が厚いローム層（火山灰質粘性土）からな
るもの。 

低
地 

扇状地
せんじょうち

 山麓部にあって、主として砂や礫からなる扇状の堆積地域。 

緩
かん

扇状地
せんじょうち

 傾斜の緩やかな扇状地。 

谷底低地 山地、丘陵地、台地を刻む河川の堆積作用が及ぶ狭 長
きょうちょう

な平坦地。いわゆる「谷底」。 

氾濫
はんらん

原
げん

低地 
扇状地と三角州・海岸低地の中間に位置し、河川の堆積作用により形成された広く開けた
平坦地で、自然堤防、旧河道または湿地を除く低地。 

自然堤防 
河川により運搬されたシルト～中粒砂が、河道及び旧河道沿いに細長く堆積して形成され
た微高地。 

旧河道 過去の河川流路で、周囲の低地より低い帯状の凹地。 

湿地 
自然堤防や、砂州等の後背に位置するため、河川の堆積作用が比較的及ばない沼沢性

しょうたくせい

起
源の低湿地。現況の湿地を含む。 

三角州・海岸低地 
河口における河川の堆積作用で形成された低平地や、過去の浅海堆積面が海堆により陸化
した平坦地。 

砂州・砂堆、礫州
れきす

・礫堆
れきたい

 
現在の海岸及び過去の海岸や湖岸付近にあって、波浪や沿岸流によってできた砂または礫
からなる微高地。 

砂丘 風によって生じた、砂からなる波状の堆積地形。 

天井川及び 
天井川沿いの微高地 

堤防設置によって周辺の地形面より高くなった河床及びこれに沿って形成された微高地。 

河原・河川敷 現況の河原及び河川敷（低水敷・高水敷）をいい、堤内地の旧河原・旧河川敷を含む。 

浜 汀線付近の砂や礫で覆われた平坦地（砂浜及び礫浜）をいい、人工改変地内の旧浜を含む。 

水
部 

現水部 現況が海、または河川、水路、湖沼等の水部。干潟を含む。 

旧水部 過去の海または湖沼等で、現存しないもの。 

副
分
類 

崖 長く延びる一連の急傾斜の自然斜面。 

凹地・浅い谷 細流や地下水の働きによって台地または扇状地等の表面に形成された凹地や浅い谷。 

※1 更新世：約 258万 8000年前から約 1万 7000年前までの期間   
※2 完新世：約 1万 7000年前から現在までの期間 

人工地形分類 

大分類 小分類 解 説 

人工平坦化地 
（切り盛り造成地） 

宅地等 
山地・丘陵地や台地等の斜面を切土または盛土により造成した平坦地や緩傾斜地のうち、
主として住宅や工業団地等の造成によるもの。造成に伴って生じた人工斜面を含む。 

農地等 
上記のうち、主に農地整備、ゴルフ場造成等によるもの。造成に伴って生じた人工斜面を
含む。 

旧谷線 人工平坦化地内の山地・丘陵地にかつて存在した谷線。 

改変工事中の区域 人工的な地形改変が進行している区域及び採石・採土場、採鉱地等及びその跡地。 

盛土地 低地等に 0.5ｍ以上盛土して造成された土地。台地上の凹地・浅い谷部分の盛土地を含む。 

埋立地 水部等を埋め立てして造成された土地。 

干拓地 水部や干潟、湿地等を堤防で締め切り、排水することによって陸化した低い土地。 

切土地 山地・丘陵地や台地等の斜面を人工的に切土して生じた平坦地及び急傾斜の人工斜面。 

 

土地利用分類 

分類 解 説 

田 水稲、い草などを栽培している田。季節により畑作物を栽培するものを含む。 

沼田 泥が深く、ひざまでぬかるような田（この分類は明治期だけに適用）。 

畑 麦・陸稲・野菜などを栽培する土地をいい、牧草地、芝地を含む。 

果樹園 りんご・梨・桃・ブドウなどの果樹を栽培する土地。 

樹木畑 桑、茶を栽培している土地。桐・はぜ・こうぞ・しゅろ等を栽培している畑を含む。 

森林 
高さ２ｍ以上の多年生植物の密生している地域。植林地においては樹高が２ｍ未満であっても森林とする。
高さ２ｍ以下の竹、笹の密生している土地。 

荒地・海浜等 
自然の草地からなる土地及び露岩地、崩壊地、砂礫地などで植物に覆われていない土地。万年雪で覆われ
た土地を含む。 

湿地 干上がった湖沼の跡などの排水の悪い土地で、雨期には水をたたえるところ。 

建物用地 
住宅や建物類似の構築物、商業・業務・工業・公共・流通・通信・各種の処理施設等に利用されている土
地。 

交通施設用地 鉄道、道路、空港などに利用されている土地。 

その他の用地 空地、公園緑地、墓地、採石地、採鉱地、自衛隊などの特別な用途に利用されている土地。 

水部 河川、湖沼、ため池等の内水面および海面や干潟。 

 

災害履歴の主な調査内容 

災害種別 主な調査内容 

水害 

・台風、集中豪雨、長雨、融雪等による洪水の浸水範囲 

・台風、集中豪雨、長雨、融雪等による堤防決壊箇所 

・高潮、異常潮位による浸水区域 

・高潮、異常潮位による破堤箇所  等 

土砂災害 

・斜面崩壊または崖くずれの発生範囲及び被害区域の分布 

・地すべりの発生範囲及び被害区域の分布 

・斜面崩壊等の発生によって生じた堰き止め（河道閉塞
へいそく

による湛水)等の状況と二次災害の発生

範囲 

・土石流等が発生した渓流、土石流堆積物及び被害区域の分布 等 

地震災害 

・建築物の倒壊区域の範囲 

・土木構造物の損壊箇所 

・液状化による地割れや地盤変位、噴砂・噴泥等の発生範囲 

・地震に起因する斜面崩壊・地すべり等土砂災害の分布 

・地震断層の分布 

・地震に起因する火災等の二次災害分布 

・津波の遡上
そじょう

範囲及び遡上
そじょう

高   等 

地盤沈下災害 ・地盤沈下観測点、累年観測値  等 

火山災害 
・降灰・噴石、溶岩流、火砕流

かさいりゅう

、山体崩壊・岩屑
がんせつ

なだれ、これらに起因する津波、火山泥流（土

石流）等の分布  等 

 

 

 

 
 

【凡例の解説】 


